	総務委員会会議録要旨

	開会日
	平成27年６月５日（金）午前10時00分

	閉会日
	平成27年６月５日（金）午前10時55分

	場所
	長久手市役所西庁舎　第７・８会議室

	出席委員
	委 員 長　　佐野尚人

副委員長　　山田かずひこ

委　　員　　伊藤祐司　川合保生　加藤和男　吉田ひでき　　　

委員外委員　さとうゆみ

	欠席委員
	な　し

	欠員
	な　し

	会議事件のため出席した者の職氏名
	市長　　　　　　　吉田一平

情報課長　　　　　浦川　正　　　課長補佐　　　柴田浩善

総務部長　　　　　布川一重

次長兼財政課長　　中西直起　　　課長補佐　　　嵯峨　剛

市民課長　　　　　斉場三枝

税務課長　　　　　山口浩二　　　課長補佐　　　近藤泰介

収納課長　　　　　加藤孝之

安心安全課長　　　川本保則　　　

長寿課長　　　　　水野敬久　　　

いきいき長寿係長　北川考志

子育て支援課長　　山端剛史　　　課長補佐　　　門前　健

都市計画課長　　　水野　泰

教育総務課長　　　角谷俊卓　　　　　

消防長　　　　　　寺島一裕　　　消防次長　　　吉田弘美

総務課長　　　　　加藤龍寿　　　課長補佐　　　久保田直也

消防係長　　　　　山崎 慎一

計　22人

	職務のため出席した者の職氏名
	副議長　　　　　　木村さゆり

議会事務局長　　　野田和裕　　　局長補佐　　　貝沼圭子

	会議録
	別紙のとおり


別紙

委員長　　　　開会宣言

議案第３６号

財政課長　　　議案第36号　平成27年度長久手市一般会計補正予算（第２号）について説明

加藤委員　　　先日、年金機構の情報流出の報道があり心配するところだが、マイナンバー制度のシステム管理は安全か。

情報課長　　　マイナンバー制度は、国のネットワークシステムに符号を使ってアクセスできないと情報が得られない。端末から情報が流出した年金機構のシステムとは違うが、可能性がゼロとは言えない。

伊藤委員　　　戸籍住民基本台帳費　マイナンバー制度導入に伴う通信運搬費は、通知カードの再送付337万円に対し、個人番号カードの送付37万円と説明があったが、個人カードの交付請求は少ないと予測しているのか。

財政課長　　　通知カードはＪ－ＬＩＳ（地方公共団体情報システム機構）が書留で送付するが、統計上その２割が戻り市が再送付することになる。この再送付の費用が337万円となる。又、個人番号カードは１月から３月までに対象者の８パーセントの交付を国が示し、本市においては4,110人に交付見込みとなる。

山田委員　　　債務負担行為補正　福祉の家太陽光発電設備等整備事業は、5,918万4千円を限度額としているが、発電設備設置の他に何をするのか。又、内訳はわかるか。

長寿課長　　　太陽光発電設備と蓄電池の設置の費用である。平成27年度当初予算に設計委託の予算を計上した。平成27、28年度継続費の屋上防水工事と一括で秋頃の入札としたい。

佐野委員　　　債務負担行為とした理由は何か。

長寿課長　　　太陽光発電設備等整備は、平成28年度に県費補助交付で計画していた。屋上防水工事と一括とすることで現場事務所、管理技士等共通経費の削減ができ、補助金交付も見込めるため債務負担行為とした。

　　　　　　　質疑及び意見を終了

討論

反対討論　なし

賛成討論　なし

採決

賛成全員により、原案のとおり可決

議案第３７号

税務課長　　　議案第37号　長久手市税条例等の一部を改正する条例について説明

佐野委員　　　マイナンバー制度開始に伴う改正だが、周知や問合せに対応する相談窓口や専門ダイヤル等の設置予定はあるか。

情報課長　　　市独自のナビダイヤルの設置予定はない。市政まなび舎での紹介などの検討や広報に努めたい。

質疑及び意見を終了

討論

反対討論　なし

賛成討論　なし

採決　　

賛成全員により、原案のとおり可決

議案第４０号

総務課長　　　議案第40号　小型動力ポンプ付水槽車の買入れについて説明

田委員　　　現有車両は下取車になるのか。

総務課長　　　指名競争入札で売払いとすることを検討している。長久手市は自動車ＮＯｘ法規制地域となっているが、規制地域外では使用可能である。
川合委員　　　12者が応札しているが、仕様はどのようにしたのか。

課長補佐　　　水槽満水時の総重量22トン想定、ダンプシャーシ仕様としたが、シャーシのメーカー選定は業者判断とした。今回の入札では辞退なしだったが、過去の特殊車両の入札ではあったかもしれない。

加藤委員　　　使用頻度、出動回数はどれくらいか。

総務課長　　　平成26年は、17件の火災発生に対し8回出動のほか警戒1回の9回である。

質疑及び意見を終了

討論

反対討論　なし


賛成討論　なし

採決

賛成全員により、原案のとおり可決

意見書案第１号

委員長　　　　提出者であるさとう議員に委員外委員として意見書案第１号の説明を求めることとしてよろしいか。

〈異議なし〉

異議なしのため、さとう議員には委員外委員として出席し、議案の説明を求める。

さとう議員　　意見書案第１号　国民的合意のないままに安全保障体制の見直しを行わないよう求める意見書の提出について説明

川合委員　　　「国民的合意」とは何か。

さとう議員　　今回の安保法制の見直しについては、中日新聞の調査では反対が81パーセント、世論調査でも反対が賛成を大幅に上回っている。この結果らも国民が理解し、賛成していないと判断している。

川合委員　　　新聞や世論調査は、問い方により回答や結果が変わるが、これらの結果から国民的合意がないと言えるのか。

さとう議員　　国民の理解が得られてない、賛成より反対が多いという事実はある。昨日の衆議院憲法審査会では、参考人質疑で憲法学者３人が違憲と答えた。選挙で選んだ人たちの国会での審議を尊重すべきと思うが、今回の改正が議論された選挙ではなかった。
委員長　　　　国民的合意がないと断定した根拠の説明を求めている。
さとう議員　　一つのポイントではなく、総合的に判断するとこの法案は国民的合意が得られてないと考えている。

川合委員　　　平和主義を取るべきとするなら考えるべきことだが、国民的合意がないと断定的な表現や憲法改正をすべきとされては承服しかねる。

質疑及び意見を終了

討論


反対討論　なし

賛成討論　なし
採決

賛成少数により否決

委員長　　　　次に閉会中の継続調査について、
継続調査申出事件一覧表のとおり、引き続き閉会中も継続して調査することを提案するがよろしいか。
〈異議なし〉

異議なしのため継続調査とし、継続調査申出事件一覧表を委員長から
議長に申し出ることで全委員了承
　　　　　　　委員長報告は委員長及び副委員長へ一任を確認

委員長　　　　閉会宣言

　午前10時55分　終了

以上、要点筆記は会議内容と相違ないので署名する。

平成27年６月５日

総務委員会委員長　　佐野尚人
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